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 六フッ化ウラン(UF6)に曝露された金属を対象として、大気開放後に生成する腐食層や母材に付着した放

射性物質を、合理的に除染する方法の研究として、模擬試料および実試料を使った除染試験結果から、除

染効率、二次廃棄物発生量等の評価を実施した。その結果、酸性機能水除染は他の希釈酸除染と比較して

総合的に優れていることを確認した。 
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1. 緒言 

 放射性物質で汚染した金属を対象とした除染技術において、多様な形状・表面状態に対応できる湿式法

は重要な除染技術と位置付けられている。一方で、湿式法は乾式法と比較して、相対的に二次廃棄物量が

多く発生する傾向がある。本研究は、湿式法の欠点とも言える、二次廃棄物発生量の最小化を目的として

いる。 

2. 評価方法 

2-1. 評価対象 

 主に、除染液性をパラメータとし、廃液中の溶解元素、二次廃棄物量を評価した。液性は、純水+酸性機

能水、酸性機能水、希釈塩酸(pH2.6)、希釈硫酸(5%)、希釈硫酸(pH2.6)、の 5 種類とした。除染工程は浸

漬+超音波洗浄を基本とし、希釈硫酸(5%)は浸漬のみのケースも加え、全 6 ケースを評価した。 

2-2. 評価モデル 

 大気解放により腐食層が生成した状態での U、Fe、F のイン

ベントリと組成、これらの除染液への溶解度と、金属母材の除

染液への溶解速度を文献および試験結果から設定し、このデー

タと、目標表面汚染密度まで除染するために必要な時間から、

廃液中の溶解元素濃度、二次廃棄物量を評価した。図 1 に、除

染廃液中の溶解元素濃度評価結果を示す。なお、純水+酸性機能

水の場合は、純水中と機能水中の元素濃度の合算値を示す。 

3. 評価結果 

 除染液中に溶解した鉄成分は、除染廃液の中和処理により水酸化物(Fe(OH)3)となり、二次廃棄物源とな

る。金属母材の溶解が進むほど溶解鉄量は増加するため、Fe(OH)3 量は除染液の酸性度(pH)と除染に要す

る時間に依存することとなる。本評価で二次廃棄物発生量が最も少ないのは酸性機能水であり、次いで希

釈塩酸(pH2.6)、純水+酸性機能水、希釈硫酸(pH2.6)、希釈硫酸(5%)、希釈硫酸(浸漬のみ)の順となった。 
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図 1 除染廃液中の元素濃度比較
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